
●日曜日の検定は公開会場と同一の問題を使用するため、下記の検定時間に準じて実施してください。     
ただし、許容範囲内（2～7級は前後60分間、8～10級は前後40分間）において、開始時刻を調節することは可能です。       
（例：2級の検定開始許容時刻⇒10時50分～12時50分 この間に開始してください。）

●同一級の受検者は、開始時刻と終了時刻を合わせてください。併願者がいる場合も含め、同一級を複数の時間帯で実施することは認められません。 
●複数会場で実施する場合も同一級は同一時間に実施してください。      

≪日曜日検定≫ 検定実施時間について 2024年1月31日改定

『漢検 準会場規程』より一部抜粋
団体責任者および実施責任者は、準会場での検定実施にかかる一切の責任を負うこととなります。実施責任者は本規程に従い、厳正かつ公平に検定を実施してください。
協会関係者が全国より任意に選出した準会場を訪問し、実施状況などについて確認することがあります。本規程に違反した場合は、当該準会場の受検者全員を失格とします。
また、協会が主催するすべての検定について、準会場の認定を取り消すことや、悪質な場合には協会が法的手段を講じることがあります。

「漢検団体受検ハンドブック」や「準会場の手引き」に
記載されている『漢検 準会場規程』を
必ずよく読んでご実施ください。

許容時間についてのご不明点は協会までお問い合わせください。
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